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40 単位、乙教科 32 単位が一律 40 単位となり、









研究」（2 単位）が新たに加わり、計 14 単位に
増えているが、その分は選択科目の必要単位を



























　必修（17 単位） 教育原理 4 単位
 教育心理学 4 単位
 教科教育法 4 単位
 道徳教育の研究  2 単位
























位数はさらに 2 単位増え、21 単位以上となった。
必修科目、選択必修科目（A）、選択必修科目
（B）の科目区分が設けられ、21 単位の内訳は、










期 2 単位科目よりも通年 4 単位科目の方が多い
傾向にあった。1978 年度の場合、4 単位科目は


























































































































































位数通りの運用なら、14 単位から 19 単位と 5
単位増が必然のところ、本学では旧法時にすで



















1998 年の「教免法」改正（1998 年 6 月 10 日公






の 19 単位から、中学 1 種の場合は 31 単位、高
校 1 種の場合は 23 単位に引き上げられた。一
方で、教科専門科目（法令上は「教科に関する
科目」）のそれは、中学 1 種、高校 1 種ともに、
従来の 40 単位から 20 単位に引き下げられ、さ
らに、新たに「教科又は教職に関する科目」と
いう区分が設けられ、必要最低単位数を中学 1






いて（第１次答申）5）」（1997 年 7 月 1 日）には、
「現行の免許基準は、修得すべき科目とその単




4） 本稿では学士を基礎資格とする 1 種免許状に着目しているので詳細は省略するが、「教科又は教職に関する
科目」は、修士を基礎資格とする専修教員資格の場合は、1988 年の改正法で設けられていた。その必要最低




であり、ただ「教科又は教職に関する科目」を中学専修は 32 単位、高校専修は 40 単位とすることで、総必
要単位数 83 単位に変更はないことになっている。専修資格取得にあたって、「教科に関する科目」か「教職
に関する科目」の一方のみを修得すれば可能という条件に変わりはない。



























































































































































































得単位数は法規通りの 31 単位で、高校 1 種（同





















































る科目」の構成については、2008 年（11 月 12
日公布）の「施行規則」改正で重大な変更があ
った。第６条表の第５欄は「総合演習」（2 単位）








































































































































































































































































①「教育原理」（4 単位／ 3 単位） ～ 1978 年度
②「教育学概論」（4 単位）  ～ 1989 年度
③「教育学概説」（4 単位） ～ 1999 年度
④「教育学概説１」（2 単位） ～ 2007 年度










































































































































































4 4 4 4 4
という言葉は、ドイ
ツ語の Einleitung in die p
ママ
ädagogik あるいは
Einführung in die Pädagogik の訳語から来
たものであろう。ゆえにそれは教育学という
4 4 4 4 4 4
学問への入門あるいは手引









でもなくアメリカのいわゆる Principles of 
education の訳語である。したがって、そ
れはドイツ語のいわゆる Einleitung in die 
Pädagogik とは、かなりの相違があるよう
に思われる。すなわちまずそれは教育学
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できている
4 4 4 4 4
。不確定な状況のなかだからこそ、
「生きていく力」、かけがえのない人生をまっと
うしていく力に寄り添っていく、教育の試行錯
誤が価値を増してくるはずである。
　次稿では、教育学概論と教育原理の関係、戦
前と戦後の事情を辿り直しながら、茫洋たる教
育原論に漕ぎ出して行くことにしたい。
